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00 このガイドラインについて                                                          

本ガイドラインでは、株式会社トゥールズインターナショナル（以下、当社とします）のロゴマーク及びロゴタイプの使用ルールを記載しています。
各種ロゴをご活用いただく前にご一読いただき、内容をご理解いただいた上でロゴのデータをご使用いただきますようお願いいたします。

【規約】
・デザインの品質保持および誤用防止のため、当社ロゴを組み込んだ制作物や各種媒体を入稿 / 公開される前に必ず当社の担当者まで確認をご依頼ください。
   また、校了 / 公開後の最終の外観につきましても同様に当社の担当者までご共有ください。
   

・本ガイドラインに記載のない使用方法をご検討される場合には、必ず事前にご相談ください。

・各種ロゴの使用について、当社より修正や使用の中止等の指示があった場合は速やかにご対応をお願いします。

・当社の同意なく、第三者へ当社ロゴのデータを譲渡することを禁じます。

・本ガイドラインの内容（デザインルール、各種規定など）は、予告なく変更・改定される場合があります。
   改定が行われた場合は最新のガイドラインが適用されるため、常に最新版をご確認の上、ロゴをご使用ください。
   その他ご不明な点は当社の担当者までご相談ください。
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デザイン・コミック材料や画材などを販売していた「株式会社トゥールズ」から、クレイ、モデリング材料機器を中心とした自動車デザイン分野と、学校教材を世界に向け
販売する部門を統合した「株式会社トゥールズインターナショナル」が 2009 年に分社しました。

新会社の設立を機に、「株式会社トゥールズ」のロゴを活かしつつ、新会社の名前を施した現在のロゴが誕生しました。
新しい別会社ができたということを鮮やかに印象づけるという狙いから、「株式会社トゥールズ」のコーポレートカラーが赤色だったこともあり、反対色である青色がコーポレート
カラーとして選定されました。
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メインロゴマーク 日本語版ロゴタイプ 英語版ロゴタイプ

組版（ロゴマーク＋日本語版ロゴタイプ） 組版（ロゴマーク＋英語版ロゴタイプ）

02 ロゴ一覧                                            

ロゴマークとロゴタイプの展開は以下で全てとなります。場面に応じて下記のロゴマーク、ロゴタイプ、組版を使用してください。
ロゴマークやロゴタイプに変更・加工・編集を加えることは原則禁止とします。
こちらに記載のない使用方法や、例外として許可が必要な使用方法につきましては当社の担当者までご相談ください。

ロゴマークとロゴタイプとの併用について
正式な会社名が必要になる媒体にロゴを配置する場合、メインロゴマークのみの使用は原則禁止とします。
ロゴマークとロゴタイプを併記するか、組版をご使用ください。
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ロゴに使用出来る指定色は下記の 3 色のみとなります。
デザイン上の理由や環境などやむを得ない場合をのぞき、コーポレートカラーの使用が優先となります。
箔押しなどの加工、指定色以外の配色をご検討される場合は、事前にロゴ管理担当までご相談ください。
ただし、モニターなどの媒体や環境によって色味に多少の変化が生じる場合はこの限りではありません。

コーポレートカラー

C100 M30 Y0 K20

R0 G112 B178

#0070B2

PANTONE 3015

黒

C0 M0 Y0 K100

R0 G0 B0

#000000

PANTONE BLACK

白

C0 M0 Y0 K0

R255 G255 B255

#FFFFF

PANTONE WHITE
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ロゴの視認性を保つため、以下のチャートに準拠し、ロゴと背景とのコントラストを維持してください。
ただし、背景が頻繁に変わる動画内等でロゴを使用する場合はこの限りではありませんので、当社の担当者までご相談ください。

グレースケールの場合 コーポレートカラーの場合

NG NG

NG

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

5%

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

5%

5%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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05 クリアスペースと最小使用サイズ　ロゴマーク                                            

クリアスペース
ロゴマークの独立性を保つため、下記の余白を設けてください。余白の中には何も配置しないでください。
また、以下の余白を保った場合でも、隣接する要素によってはロゴマークの印象に影響が及ぶ場合もあります。
その際は指定よりも広い余白を設けるか、当社の担当者までご相談ください。

最小サイズ
印刷物やスクリーン上でロゴマークを使用する際は、視認性・可読性を保つためにも以下の最小サイズ以上の大きさになるようご使用ください。
ロゴマークを使用する場面や媒体、基材などによっては、最小使用サイズ以上であってもロゴマークが不鮮明に見える場合もあります。
その際は視認しやすいサイズまでロゴマークの大きさを調整いただくか、当社の担当者までご相談ください。

1
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印刷物 スクリーン

20mm20mm 95pixel
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40mm 89pixel

05 クリアスペースと最小使用サイズ　ロゴタイプ（日本語版）                                                                   

クリアスペース
ロゴタイプの独立性を保つために下記の余白を設け、他のあらゆる要素の配置を避けてください。
また、以下の余白を保った場合でも、隣接する要素によってはロゴタイプの印象に影響が及ぶ場合もあります。
その際は指定よりも広いアイソレーションを設けるか、当社の担当者までご相談ください。

1

1

1 1

1

最小サイズ
印刷物やスクリーン上でロゴタイプを使用する際は、視認性・可読性を保つためにも以下の最小サイズ以上の大きさになるようご使用ください。
ロゴタイプを使用する場面や媒体、基材などによっては、最小使用サイズ以上であってもロゴタイプが不鮮明に見える場合もあります。
その際は視認しやすいサイズまでロゴタイプの大きさを調整いただくか、当社の担当者までご相談ください。

印刷物 スクリーン
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23mm 59pixel

最小サイズ
印刷物やスクリーン上でロゴタイプを使用する際は、視認性・可読性を保つためにも以下の最小サイズ以上の大きさになるようご使用ください。
ロゴタイプを使用する場面や媒体、基材などによっては、最小使用サイズ以上であってもロゴタイプが不鮮明に見える場合もあります。
その際は視認しやすいサイズまでロゴタイプの大きさを調整いただくか、当社の担当者までご相談ください。

クリアスペース
ロゴタイプの独立性を保つために下記の余白を設け、他のあらゆる要素の配置を避けてください。
また、以下の余白を保った場合でも、隣接する要素によってはロゴタイプの印象に影響が及ぶ場合もあります。
その際は指定よりも広いアイソレーションを設けるか、当社の担当者までご相談ください。

05 クリアスペースと最小使用サイズ　ロゴタイプ（英語版）                                                                          
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25mm 72pixel

最小サイズ
印刷物やスクリーン上でロゴを使用する際は、視認性・可読性を保つためにも以下の最小サイズ以上の大きさになるようご使用ください。
ロゴを使用する場面や媒体、基材などによっては、最小使用サイズ以上であってもロゴが不鮮明に見える場合もあります。
その際は視認しやすいサイズまでロゴの大きさを調整いただくか、当社の担当者までご相談ください。

クリアスペース
ロゴの独立性を保つために下記の余白を設け、他のあらゆる要素の配置を避けてください。
また、以下の余白を保った場合でも、隣接する要素によってはロゴの印象に影響が及ぶ場合もあります。
その際は指定よりも広いアイソレーションを設けるか、当社の担当者までご相談ください。

05 クリアスペースと最小使用サイズ　組版（日本語版）                                                                                     
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25mm 71pixel

最小サイズ
印刷物やスクリーン上でロゴを使用する際は、視認性・可読性を保つためにも以下の最小サイズ以上の大きさになるようご使用ください。
ロゴを使用する場面や媒体、基材などによっては、最小使用サイズ以上であってもロゴが不鮮明に見える場合もあります。
その際は視認しやすいサイズまでロゴの大きさを調整いただくか、当社の担当者までご相談ください。

クリアスペース
ロゴの独立性を保つために下記の余白を設け、他のあらゆる要素の配置を避けてください。
また、以下の余白を保った場合でも、隣接する要素によってはロゴの印象に影響が及ぶ場合もあります。
その際は指定よりも広いアイソレーションを設けるか、当社の担当者までご相談ください。

05 クリアスペースと最小使用サイズ　組版 （英語版）                                                                       
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下記の誤用例を始め、各種ロゴのオリジナルのデザインにあらゆる表現を加えての使用を原則禁止とします。
デザイン上、例外として許可が必要な使用方法や、判断が難しい表現につきましては、当社の担当者までご相談ください。

指定色以外の使用

塗りの部分の抜き加工

カットしての使用

文中での使用

ロゴマークをベースとした
形状の加工

フォントの変更

縦横比を変えるなどの平体変形

ロゴマークと別の文字を
組み合わせての使用

視認性の低い背景との使用 1 視認性の低い背景との使用 2

グラデーション 縁取り

ドロップシャドウ エンボス / デボス加工

回転 他の要素を追加する �D 加工

文字やマークの間隔の変更

INDUSTLIAL CLAY

私たち               　　　は、
インターナショナル

06 誤用例                                P��


